
令和８年度第１回入札監視委員会の審議概要 

 

開 催 日 時   令和８年６月２日（火）午後１時３０分から午後４時００分まで 

場 所  庁舎４階 委員会室１ 

出席委員氏名  山田 巧  委員長 

        那須 典子 委員 

        奥村 高史 委員 

        鍋島 靖子 委員 

        藤原 淳史 委員 

審議対象期間  令和７年１０月１日～令和８年３月３１日 

対象工事件数  ４６本 

抽出審議案件   ５本 

質   問 回   答 

 

 

 

抽出審議工事１ 

球磨川沿い石垣解体工事 

 

 

（１）Ｂ等級の工事規模なのに、Ａ１等級から

１者指名してあるのはなぜですか。 

 

 

 

 

（２）今回は解体のみの工事だったのですか。 

 

 

（３）解体工事も一定の技術が必要なのです

か。 

 

 

 

（４）解体後に積み直し工事が出てくると思い

ますが、その工事も指名競争入札をされるので

すか。それとも、解体工事をされた業者と随意

契約をされるのですか。 

 

抽出審議工事２ 

下原田第１団地調整池整備工事 

 

報告事項について 

入札・契約の手続きの運用状況の報告について 

 

 

（事務局から入札・契約事務の経過について説

明する。） 

 

（１）担当課と協議を行い、前年度に石垣修繕

の実績があったＡ１等級の業者 1 者を指名し

ました。他の工事でも、前年度に実績がある業

者や見積協力業者については、担当課と協議し

ながら指名しています。 

 

（２）解体工事のみになります。積み直し工事

は別工事で発注します。 

 

（３）必要です。仕様書の中で「伝統的工法に

よる文化財石垣の解体修復の経験がある等の

一定の技術を持った者を石工に選定すること」

と記載しております。 

 

（４）随契契約ができる条件に当てはまらない

と思われますので、指名競争入札になります。 

 

 

 

 

（事務局から入札・契約事務の経過について説

明する。） 



 

（１）調整池をつくる目的を教えてください。 

 

 

 

 

（２）５，０００㎡以上の敷地のところには調

整池があるのですか。 

 

 

（３）応急仮設住宅の時には開発行為に該当し

なかったのですか。 

 

（４）団地の敷地内は舗装してあるのですか。 

 

 

 

 

抽出審議工事３ 

大野国有林出水線法面対策工事 

 

 

（１）落札率が９０．３％と低いのには理由が

あるのですか。 

 

 

 

（２）変更理由に週休２日の実施による金額の

変更とあるが、どういったものですか。 

 

 

 

 

 

（３）週休２日の実施は申告制ですか。 

 

 

（４）法面工事の測量は、設計する時と工事着

工前の２回実施するのですか。 

 

 

 

 

（１）雨水が一気に用水路や川へ流れて溢れな

いようにするためです。一旦、敷地内に水を貯

留し、流れに時間差をつくることで災害を防止

する目的があります。 

 

（２）市営住宅に限らず、民間の集合住宅や大

規模な店舗でも５，０００㎡以上の敷地のとこ

ろには調整池が必要になります。 

 

（３）そのとおりです。 

 

 

（４）車の通路部分は舗装してありますが、砂

利の部分もあります。次年度の工事で通路部分

を舗装しなおし、両端に側溝を入れる予定とし

ております。 

 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について説

明する。） 

 

（１）推測になりますが、工種がシンプルかつ

他の土木工事と比較して使用する資材の種類

が少ない工事だったことから、より企業努力

が働いたと思われます。 

 

（２）建設業では若手の技術者の離職率が高

く、入職率が低い状況です。人材確保や労働環

境の改善対策の一つとして、週休２日で工事

を実施した場合は、現場管理費等の諸経費を

５％程度上乗せして増額変更しているもので

す。 

 

（３）申告制です。条件をクリアされた場合、

変更契約で対応します。 

 

（４）法面工事に限らず、２回実施します。設

計するときの測量は現地を確認できる範囲で

行い、工事の際の着工前測量は、着手する前に

支障物等を撤去し設計段階の測量では確認で

きなかった箇所についても詳細に測量を行い



 

 

抽出審議工事４ 

矢黒下戸越線改築工事 

 

 

（１）昨今、資材が急激に高騰している状況で

すが、設計時と施工時の資材費の差額は変更契

約で対応をされるのですか。 

 

（２）期間延長の変更契約をされていますが、

今後も期間を延長する可能性はあるのですか。 

 

 

 

抽出審議工事５ 

大柿地区墓等移転先整備工事 

 

 

（１）この工事はどのようなことを目的にされ

るのですか。 

 

 

（２）抽出審議工事３では落札率が９０％、こ

の工事の落札率は９９％だが、この工事は企業

の裁量が出づらい工事ですか。 

 

 

 

ます。 

 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について説

明する。） 

 

（１）国から市場価格を反映した価格で設計変

更するよう通知が出ておりますので、対応する

予定にしております。 

 

（２）何事もなく計画どおりにいけば、期間内

に完了すると思います。ただし、資材の供給不

足や施工中に想定外の出来事が起きれば、期間

を延長する可能性はあります。 

 

 

（事務局より入札・契約事務の経過について説

明する。） 

 

（１）大柿地区に計画されている遊水地内にあ

るお墓等の移転先を整備する目的の工事にな

ります。 

 

（２）この工事は、擁壁とかで２次製品のコン

クリート製品がたくさん使用されています。使

われている資材が多いので、企業差が出てきづ

らいものと思われます。 

 

 

 

 


